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質問者 D：私はかつて大浦中学校の 7 つの連合会で連合自治会長をやっておりました。地元である小
島療養所に由緒ある医学の発祥の地という歴史をほとんど知らなかった。そのことによって今はもう破
壊寸前という時代です。ここに学校建設ということでこの反省に立って療養所等の遺跡保存を実現する


































































































































も焼けずに残ったというのも私は注目したいんですけれども、その 2 年前に建てられた県庁 2 階建て、
あれは鉄筋コンクリートですか？それともレンガですか？ 
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跡地じゃないとダメっていうことでもない。だから言いたいのは、住んでる住人が豊かになる、先ほども
あった、常時人が集まる場所や利用する場所、やはり住んでいる人たちが気持ちよく生活できる一つの
憩いの場になってもいいと思います。お客さんを呼ぶのもいいですけど、それこそいつも安定してる状
態じゃないですよね。だからまず住民の意見、こういうのがあるといいなという声を聞いてほしいなと。
私達住んでいる人間が発信して、県庁跡地をどうしてほしいっていうことを言っていかないといけない
かなと。住民の声をやはり聞いてほしいです。 
 
上薗：ありがとうございます。もう時間です、私がまとめなくても、今まとめていただいた気がします。
１．旧長崎警察署は、ぜひ保存しよう！ただ、２．住民の意見を聞きながら県庁跡地を考える、それがと
ても大切だと、この 2 点でこのシンポジウムのまとめにさせていただきたいと思います。長崎平和文化
研究所はこの課題について、さらに議論を進めていきたいと思います。案内を差し上げますので住所氏
名メールアドレスを書いていただくと、今後の案内を差し上げることができます，よろしくお願いいた
します。部屋いっぱいの多くの皆さんにお集まりいただいて、いろいろ議論いただき、ありがとうござい
ました。 
 
 
